
輪藻類が蚊の産卵及び、愛生に

及ぼナ影響(f象報 )

今 堀 安 三 本

K. IMAHonI: Preliminary note on the Charophyta-effect 
on the spawning and development of mosquitoes. 

は し が き

輸誌委員 CharゆI1J・teの生育する池間では，蚊の費生が見られないというとと

は CABALLERO(1919)がはじめてのベて以来，との藻が蚊の費生を妨止する

というととについて賛否雨論が数舗の論文上で、たたかわされ，結論を得ない

まま今日に亘っている。それせ;の中，主なものを事げると S¥¥・ELLENGRE1lEL

(1924)， B LOW (1924)， SENIOR-WHITE (1926)， PAL (l9?2) ('!j;はとの棋な効果を

否定し，とれに釣して BUHOT(lP2i¥， METHESON & HINMAN (1928)匁がと

の作用の存在を肯定している。

さて此う阜の人々の供試した材料相(物としては NitellaaW71IIl:ata， N. /urcata， 

N. oZigospira， Chara g.l'71lnopitj's及び C.zl'J，lanicaで，とれ等が TI:ecbaldiaanm:lata， 

Cu/ex pipiells， Anopl;eZes 11町町Zipennis 等の幼生に釘しイ'11J~~l;有害作用を及ぼさない

と結論し，とれに主fL Nitella thauloteles， C1:a，.a glcllllr.r叫C.vdcaris等の Cham-

ceae I主Stegomia/asciata， Culex fatigans， C. pjpiens， C. terrians， Anopheles lI1'ssor-

hynchlls， A. Pllnctipennis及び Aedest刊 ans('.~.;に釘し有効で‘あるとの結果である。

とれ等諸研究の結果がまちまちであるととは，質験材料が比較的少ないこ

とから考えて少数例の常然の財結とも瓜われる。 Lーかし一方には寅験の方法，

又はその過程に沿ける考察そのものに大きな誤謬をたかしているとJ忠われる

例も散見せられる。たとえば SENIOR-WUI'1'Eによれば「蚊の幼生は過他府1

融素の献態とか pH8.6以上の水中で仕死滅するが，Cl:aroth!'teの繁茂する水

は多くの場合との様な保1[¥ーに陥り易いため，Charothyte の生えている池沼に

は通常蚊の護生が見られないのである」とのべているが，現在の知識からす
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ればととに是非げられたような2つの保件は蚊の生育を阻害するのみか，過飽

和田空識の依態とそむしろ蚊の生育にとって好都合で・あるといえる。又トウゴ

ウヤブカ Aedestogoiの如きは淡水にも殻生するが，海岸の tidepoolに好ん

で護生するととから考えても，上記の 2保件が蚊の殻生阻害に闘係あるとは

考えられない。

以上の見地から筆者はより多くのデ{グーを出すととによって輪謀類の蚊

に封する殻育阻害作用の存否をたしかめ，又蚊の産卵に際しての選搾能力の

有無，吏にもし阻害作用があるとし7たと場合に於けるその布効物質の迫求叶等;をを: 

計

報÷背号し諸諸.賢の御#批t判ならびぴ、に御助言を賜り 7たζいと忠う。

1. 費験の材料

弐の 3つの賞験を行ったが，とれに用いた材料は丁度その蛍時培養中で、あ

った Nitellarigida， N. tlexilis， N. mucronata， Chara corallina， C. g!obularis， C. 

zeylanicaの 6積を用いた。 とれに劃して供試した蚊は， :un質験では本串杭

物国内の水糟に殻生した Aedesabbopictusの幼生を用い，第2質験では，卵を

得易いので AnopheZes sinensis の卵を， 第3質験では Aedes togoi， Anoルles

sine1/sis， Gu!ex tritaeniorhynchusの3種の成虫をmいた。容器は表面積icm x28 

cm， 深さ 21cmのガラス水槽を使用 L， とれに焼砂1合を入れ， 十分に水

道水及び恭湘水で、洗った藻をとれに杭えて7Kを17cmの深さに怠るまで静か

に入れた。向:un， :U~2 質験中は操作時間以外はガーゼで上面をお沿い，異

物や見虫の侵入を防いだ。叉いす・れの賓験に於いても Controlとして藻のな

い水槽をJ1j意した。

2. 費験の方法及び結果

第 1費験上記の通り 6顧の誌を入れた6併iの水柿及び Controlと合せて

7 併iの 7kt<1~の各々に 10匹歩つの幼生を入れた結果第 1 表に示す如く Nitella 

tlexilisとN.rigidaはかなり強力な愛育阻守jう王撲滅作用があると思われる。

一方殆んど影響の見られないものもある。

第 2費験前質験に3なける幼生の代りTtff卵された直後の卵を 1塊ゃっ (1塊

約20筒)入れた。 5日後 Charaglobularis及び C.zeylanicaの水槽を除き他の

卵はいす=れも府:化せやに分解しているのが見られアらたた Controlでは多数
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第 1表

¥¥¥  | 幼虫政

種名 ¥¥¥|最 初 1 30時間後 |ω時間後 1 5日後

Nitell，αflexi1is 10 。 。 。
N. rigid，α ]0 の“ 。 。
N. mUC1'onatα 10 4 1 1 

αltara corallina ]0 s 6 ‘“ ' 

C. globulαris ]0 ]0 10 9 

C. zeylanicα ]0 9 5 4 

Control 10 10 9 8 

の幼生が浮遊するのが見られたが， J-.記2f:ifi:の水柿に沿いても各々 5匹の幼

生が護見されたのみで、あった。

第3費験 71fiの水槽をー列にならべて必き，~休が十分必沿われる蚊帳

を張った。 との中に十分吸血した3杭の蚊を各 10匹ゃっ放った。 2日後，

N. f伽 ilisを除くすべての水柑に卵が見られた。

3. 考察

第 1，2質験の結果Niteliajlr;>:ilisをはじめ多くの N市 lla民では一般に蚊に

3討する有害効果が認められるが，Cham JiJでは効果1ま嬢著でないものが多いと

忠われる。又2153質験によって，蚊は芹:卵に際してある程度の選搾能力をも

っとも考えられるが，との 1つの例のみでは断言IH米ない。

2主治 Nitella 属でUJjらかに蚊の撲滅)~五阻害作111 に有効で、あると%・えられる

賞例を 2つ紹介出来る。その1つは 1951年秋，筆者が北海道I'C採集放行を試

みた際，1WII路間豊頃村に於いてある池畔の位人から蚊帳なしでも蚊の襲撃を

うけないと聞きその池宮としらベた所， 7K民一[商が4なびただしい Nitellaflexilis 

の群落でた3なわれているととを鷲見した。しかもその池から 1kmも離れてい

たい別の池では愉部知念くかっその池傍のit人は蚊1¥辰を必要とするというと

とで‘あった。他の例は現在本著書事{f物闘内の大型企メント71<.糟で N.rigidaの

生育するものでは全く幼生が殻見されないが Charaglobularisのるる水糟では

少数ながら幼生が浮遊し，更に全く i愉滞類のない水柿ではたびただしい幼生

が鷲見される。
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4.摘 要

1) 一般に Chara属は明瞭で・たいが Nitel!a崩の多くは蚊の生育上に有害で

ある固

2) 蚊は輪部類のある71<.に輩、Iしるる程度産卵の棋弾性が想像される。

3) 今後な沿多数例による質験的裏付けが要求される。

ドーソン博士の北海道訪問

前線に紹介された F'~ソン博士はベトナムのナートラングに在る海洋研究所に於ける海

議採集と研究を終え，マニラ， ，'5/:川を縦て 4月]4日千践に著者， 15日北大を紡閲された

ので111間帯男博士とともに準内と札幌市内を案内し， 16日に室蘭海重量研究所に案内，中村

議輝博士の案内で絶好の日和に存分の採集を紫しみ，その複は研究所官舎に一治， 17日札

幌に戻り，箇蛍師チャプマシ博士の歓待を受け，三博士ともパークレーの加州大単に拳lま

れたので・敵談が量産きなかった。Lf後理挙部に於て，草草類準舎主催でナートラシグ海祥研究

所に就いてカラーフィルム使用Q:;競演を煩わし，夜は道廃水産謀， t自.業舎及び覇軍天舎祉招

待の牛飼小宴に別れを'1'昔んだ。 18日千歳磁， 19日立川を出溌ホノルルに安着の報があっ

た。 6月一杯同地に家族とともに滞在， 7月始めロスアンぜノレスの南加大皐に鯖任の由。

く時間郎〉

宮部金吾博士とコンブ

日本キ'IR牧準合札幌支部では 4月27日営部博士の誕生日を記念して例食を開き， 博士の

門下である時岡郎博士がこの絞題の下に幻燈を使用して宮部博士¢北海道良布科植物¢研

究にワいて諸活{を行ワた。 明治 35年/l¥J阪¢北海道水産rJr.:査報告倉之三に滋表された同博

士の論文を英探して詮を附し，宮部博士記念事業のーっとして出版する計・選が逝められて

いるrbである。

北大水産植物串教室の函館移輔

本年4月1日l柑で北大襲撃部水産拳利・の人員が北大水産準郊に商E置換えとなり 4競康

が函館に移縛することとなったので，時岡師数綬掬常の水産植物拳数室も 6月中旬移事事を

終った。宛名は函館市港町253番地，北大7Jt産拳部内である。
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